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１．概要

理念 
・ 

方針 

（基本方針） 
瀬戸市まちなか交通戦略の３つの視点 
・（視点１）利用しやすい公共交通システムの整備方針 （視点１）利用しやすい公共交通システムの整備

・（視点２）瀬戸市の交通及び生活センターとしての        
       拠点機能を支える交通基盤の整備 
・（視点３）行ってみたくなる、歩きたくなる歩行空間    
       や生活環境の形成 

目標 
年次 

（前期）平成２５年 
（後期）平成３０年 

位置 
づけ 

将来都市像「移動しやすく住みやすいまち」の実現
に向け必要となる施策を、効果的・効率的に進めて
いくための短中期的計画として策定。いくための短中期的計画として策定。

総合交通体系（PT調査） ○ H13 

総合計画（第５次） ○ H17 

都市計画マスタ プラン ○ H18都市計画マスタープラン ○ H18

戦略
策定 
範囲 

都市圏 

市域 
範囲

特定エリアのみ ○ まちなか
地域 
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２．目標と指標（１） 
交通手段別分担率 

一定時間アクセス可能圏域人口(拠点等） 

中心部歩行者数 ○

主

交
通 

中心部歩行者数 ○

自転車交通量 

公共交通カバーエリア 

主
な
指
標 

バス利用者数 

鉄道、路面電車利用者数 ○ 

DID内人口密度 

社
会 

中心部居住人口･公共交通ｻｰﾋﾞｽ圏域人口 

商品販売額 

交通事故件数、死傷者数 

環
境 

CO2排出量 

その他 
指標 

都市交通に対する満足度 
市民の定住意向

 
市民の定住意向 
駅や病院への移動時間 
バリアフリー化率 

○ 
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２．目標と指標（２） 
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３．展開施策（１） 

【基本方針】 
 自動車に過度に依存しないでかしこく利用していく交通環境を構築するため、地域
需要に応じた地域交通システムの導入や、公共交通環境の改善や利用促進策の実
施、市民への意識啓発などを行います。 

【基本方針】 
 瀬戸市の中心部にふさわしい交通機能の拡充（乗換え利便性の向上など）、駅周
辺におけるバリアフリー化などの快適性の向上、市役所や陶生病院等の広域サービ
ス施設周辺の混雑解消などの骨格道路を始めとした交通基盤の整備により、駅を中

【基本方針】 
 地域資源の集積を活かした、観光による賑わいの創出に資する歩行空間の形成や、
既存ストックである自動車駐車場の有効活用策（利用促進や空間の有効利用）の検
討 住環境を向上するための安全な移動空間の確保を促進していきます混 、

心としたまちづくりを行います。 
討、住環境を向上するための安全な移動空間の確保を促進していきます。 
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３．展開施策（２） 
■施策展開の目標スケジュール 
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３．展開施策（４） 

施策分類 主要施策 

歩行者施策 ・散策路の整備歩行者施策 散策路の整備
・歩行者優先道路の検討 

自転車施策 ・自転車道路整備の検討 
・コミュニティサイクルの導入検討 

公共交通施策 ・地域公共交通連携計画の策定・実施 
・バス乗り継ぎ拠点の整備検討 
・コミュニティバスの運行 

交通結節点 既存駅前広場の機能向上（施設の配置改善等）交通結節点 ・既存駅前広場の機能向上（施設の配置改善等）
・駅前広場の整備 
・自由通路の整備 
・駅周辺施設のバリアフリー化 

自動車施策 ・都市内幹線道路の整備 
・都市計画道路と鉄道の交差構造の検討及び事業の促進 
・橋梁の整備 

駐車場施策 ・利用促進策及び都市内の公共空間としての活用策の検討駐車場施策 利用促進策及び都市内の公共空間としての活用策の検討

ＭＭ施策 ・公共交通の路線マップ等の作成 
・乗継割引制度の導入検討 
・公共交通と観光振興のタイアップ（イベントPR用トランパスカード） 

その他 
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４．総合交通戦略の推進及び評価

＜組織構成＞＜組織構成＞



中部 瀬戸市まちなか交通戦略 
■現状進行の場合の生活イメージ ５．その他（戦略報告書の構成・特徴等）

8 

 瀬戸市では、集約・連携型の都市構造により、都市全体を魅力的にし、「移動しやすく住み
やすい」まちが形成されることを目指します。 
 移動しやすく住みやすいまちの形成により、来たくなる人や住みたくなる人を増加させていく
ことで、賑わいを創出するとともに、都市経営が安定化する効果が得られると考えます。 
 そして、賑わいの創出や都市経営の安定化により、各拠点の居住環境や交通環境のさら
なる改善へと繋げていくような好循環を創出することを目指します。

５．その他（戦略報告書の構成 特徴等）

■移動しやすく住みやすいまちの生活イメージ 


